
 

 

１２月１５日、１８日、２０日、２１日の４日間、スマイルなんでも発表会が行われました。「全校に向
けて発表したい。」という思いをもった３年生以上の個人やグループ、クラスが特技や出し物を披露しまし
た。司会進行はスマイルプランニング委員会（児童会）が行います。ピアノやバイオリンの演奏、トラン
プを使った手品、お笑い、劇、ダンス。どの発表も工夫や練習の成果が見られ、３分という時間の中で堂々
と発表することができました。発表を終え、大きな拍手が巻き起こる中、達成感に満ちあふれた表情で舞
台袖に向かう姿が印象的でした。発表者からは「緊張したけれど、楽しみながら発表することができた。」 
「クラス全員で取り組ん
だことが、大きな思い出
になった。」などの感想が
聞こえてきました。好き
なことを進んで発表す
る、生き生きとした子ど
も達の姿が見られた４日
間となりました。 

 

めがねのように２本並んだ大きな土管、上ったり下りたり楽しめるこんもりした山・・・創立３０周年記念

に設置された「あざ二マウンテン」は、そのユニークなフォルムで子ども達に親しまれてきました。しかし、

年々傷みがひどくなり修復が困難であることから、今年度末に撤去することになりました。 

この、あざ二マウンテンには、「校庭にみんなのシンボルになるようなものを創りたい。」「子ども達が、友達

と仲良く、楽しく遊べる校庭であってほしい。」という当時の保護者の方々の願いが込められていることを、設

置に関わった方からお伺いしました。その願いの通り、子ども達は、休み時間ごとに山を上り下りし、土管を

くぐり抜け、楽しく遊ぶことができました。また、クラスの記念写真を撮るスポットとしても人気の場所でし

た。今回、撤去せざるを得ないことはとても残念ではありますが、安全上このままにしておくことはできなく

なりました。 

あざ二マウンテンはなくなりますが、

「このあざみ野第二小学校の校庭で、子ど

も達が仲良く元気に遊んで欲しい。」とい

う願いが込められた記念の遊具があった

ことを、忘れずに心に刻んでおきたいと思

います。 

子ども達を見守ってくれたあざ二マウ

ンテンと、設置した当時の保護者及び関係

者の皆様、ありがとうございました。 

 

１月１１日（木）３・４校時に体育館で書き初めをしました。毛筆の学習を４月から始めた３年生。体
育館に学年で集まって、長い半紙（画仙紙）に書くのも初めてです。床に新聞紙を敷き詰めて汚さないよ
うに場を確保しました。「生きる力」の４文字をシーンとした中、心を込めて 
一生懸命に書きました。半紙をまたぐようにして体重を支えながら筆を運ぶ
のはなかなか難しいものです。時間がかかるのではないか、と心配していまし 
たが、素早く準備や片付けをし、立派な字を書き
ました。「越天楽」「春の海」の音楽をかけて書き
初め気分を盛り上げようとしましたが、和楽器
の音が響くと、「？」マークの顔で、放送室を見
上げる姿がかわいらしかったです。このあたり
の反応は高学年と違います。 
３年生らしい初々しい書き初めで、新しい年

のスタートを切ることができました。 

書き初め（３年生） 

 
初めての書き初めに挑戦！ 

集中して丁寧に書きました。 

あざ二マウンテン、いままでありがとう！ 

 
息の合った素敵な演奏に、み
んなが聴き入っていました。 

 
みんなが手拍子をする中、 

笑顔で元気に踊りました。 

完成直後の 

あざ二マウンテン 

 

 
ジン ジン ジンギスカーン！ 
会場中が盛り上がりました。 

スマイルなんでも発表会 

 
雪化粧の 

あざ二マウンテン (2018/1/23) 

 
書き上げた作品は力作ばかり。 

自分の作品を持ってパチリ！ 


